
［30］精選 _古典 B　表紙背 16ミリ

（2016. 6.13　　申請本）

国
語
総
合

現
代
文
B

古
典
B

現
代
文
A

古
典
A

A5判・372ページ
古文66教材
漢文 68教材

■ 

ご
案
内

教
科
書
の
目
次
　
古
文
編 

1

　
　
　
　
　
　
　
漢
文
編 

4

教
科
書
の
特
色 

8

教
科
書
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト 

10

指
導
書
・
教
材 

30

デ
ジ
タ
ル
教
材 

32

03教・内容解説資料
2018年度～用 三省堂国語教科書

★三省堂教科書・教材サイト

https://tb.sanseido.co.jp 三省堂国語教科書 検索

〠101-8371  東京都千代田区神田三崎町2-22-14　☎03（3230）9411（編集）・9556（営業）
●大阪支社 〠530-0002  大阪市北区曽根崎新地2-5-3　☎06（6341）2177
●名古屋支社 〠460-0002  名古屋市中区丸の内3-21-31 協和丸の内ビル2F　☎052（953）9211
●九州支社 〠810-0012  福岡市中央区白金1-3-1　☎092（531）1531・1532
●札幌営業所 〠060-0042  札幌市中央区大通西15-2-1 ラスコム15ビル 3F　☎011（616）8722

三省堂版 国語教科書 ★印は平成29年度新刊，☆印は平成30年度新刊です。

高
等
学
校
現
代
文
Ｂ

﹇
改
訂
版
﹈

A
5
判
／
4
4
0
ペ
ー
ジ

現
代
文
Ａ

B
5
判
／
1
4
4
ペ
ー
ジ

高
等
学
校
古
典
Ｂ

古
文
編﹇
改
訂
版
﹈

A
5
判
／
2
6
0
ペ
ー
ジ

精
選
現
代
文
Ｂ

﹇
改
訂
版
﹈

A
5
判
／
4
0
8
ペ
ー
ジ

高
等
学
校
古
典
Ｂ

漢
文
編﹇
改
訂
版
﹈

A
5
判
／
1
8
4
ペ
ー
ジ

明
解
現
代
文
Ｂ

﹇
改
訂
版
﹈

A
5
判
／
3
7
2
ペ
ー
ジ

精
選
古
典
Ｂ

﹇
改
訂
版
﹈

A
5
判
／
3
7
2
ペ
ー
ジ

古
典
Ａ

B
5
判
／
1
4
4
ペ
ー
ジ

高
等
学
校
国
語
総
合

現
代
文
編﹇
改
訂
版
﹈

A
5
判
／
2
8
0
ペ
ー
ジ

高
等
学
校
国
語
総
合

古
典
編﹇
改
訂
版
﹈

A
5
判
／
1
9
2
ペ
ー
ジ

精
選
国
語
総
合

﹇
改
訂
版
﹈

A
5
判
／
4
0
0
ペ
ー
ジ

明
解
国
語
総
合

﹇
改
訂
版
﹈

A
5
判
／
3
6
0
ペ
ー
ジ

国総 336

現B 323

現A 303

古B 333

国総 337

現B 324

古B 334

国総 338

現B 325

古B 335

国総 339

古A 306

★ ★ ★ ★

☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

＊この資料は，一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則って作成しています。 古B 335

精
選
古
典
Ｂ
編
集
委
員

中
洌
正
堯 

兵
庫
教
育
大
学
名
誉
教
授

岩
﨑
昇
一 

東
京
都
立
国
際
高
等
学
校

赤
井
益
久 

國
學
院
大
學

安
藤
延
明 

高
槻
中
学
校・高
等
学
校

石
村
貴
博 

専
修
大
学

大
島
　
晃 

上
智
大
学
名
誉
教
授

風
間
誠
史 

相
模
女
子
大
学

小
池
保
則 

武
蔵
高
等
学
校
中
学
校

瀧
　
康
秀 

清
泉
女
学
院
中
学
高
等
学
校

田
口
か
お
る 

東
京
都
立
豊
多
摩
高
等
学
校

田
中
尚
子 

愛
媛
大
学

長
尾
直
茂 

上
智
大
学

長
屋
万
里
子 

東
京
都
立
国
際
高
等
学
校

奈
良
部
真
樹
子 

千
葉
県
立
船
橋
芝
山
高
等
学
校

福
家
俊
幸 

早
稲
田
大
学

細
谷
敦
仁 

東
京
都
立
戸
山
高
等
学
校

堀
口
良
恵 

東
京
都
立
三
田
高
等
学
校

松
下
愛
理 

東
京
都
立
深
沢
高
等
学
校



1

 

随
筆（
二
） 

枕
草
子 （
清
少
納
言
）

 
 

 

春
は
あ
け
ぼ
の
／
す
さ
ま
じ
き
も
の
／

 
 

中
納
言
参
り
給
ひ
て
／
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を

 

物
語（
二
） 

源
氏
物
語 （
紫
式
部
）

 
 

光
源
氏
の
誕
生﹇
桐
壺
﹈／
藤
壺
の
入
内﹇
桐
壺
﹈／

 
 

北
山
の
垣
間
見﹇
若
紫
﹈

 
 

大
鏡

 
 

花
山
院
の
出
家
／
弓
争
ひ

 
 

 

参
考 

雲
林
院
の
菩
提
講

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　「
声
」を
聞
く

―
物
語
の
歴
史

 

日
記 

更
級
日
記 （
菅
原
孝
標
女
）

 
 

あ
こ
が
れ
／
源
氏
の
五
十
余
巻

 
 

建
礼
門
院
右
京
大
夫
集 （
建
礼
門
院
右
京
大
夫
）

 
 

な
べ
て
世
の
は
か
な
き
こ
と
を

 

軍
記 

平
家
物
語

 
 

忠
度
の
都
落
ち
／
能
登
殿
の
最
期

 
 

 

◉
今
に
生
き
る
古
典
　
平
家
の
光
と
影
を
た
ど
る

 

伝
承 

古
事
記
　
倭
建
の
東
征

 

和
歌 

和
歌
十
六
首

 

俳
諧
と
俳
文 

近
世
俳
諧

 
 

野
ざ
ら
し
紀
行 （
松
尾
芭
蕉
）

四五

＊

六七八九十

 

説
話 
博
雅
の
三
位
と
鬼
の
笛
　
十
訓
抄

 
 

小
野
篁
、広
才
の
こ
と
　
宇
治
拾
遺
物
語

 
 

大
江
山
　
古
今
著
聞
集

 

随
筆（
一
） 

徒
然
草 （
兼
好
法
師
）

 
 

あ
だ
し
野
の
露
消
ゆ
る
時
な
く
／
悲
田
院
の
堯
蓮
上
人
は
／

 
 

家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
／
五
月
五
日
、賀
茂
の
競
べ
馬
を
／

 
 

世
に
従
は
ん
人
は

 
 

方
丈
記 （
鴨
長
明
）

 
 

ゆ
く
河
の
流
れ
／
養
和
の
飢
饉

 
 

 

参
考 

日
野
山
の
閑
居

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
隠
者
の
文
学

 

物
語（
一
） 

竹
取
物
語
　
か
ぐ
や
姫
の
昇
天

 
 

伊
勢
物
語

 
 

初
冠
／
月
や
あ
ら
ぬ
／
行
く
蛍
／
小
野
の
雪

 
 

 

参
考 

つ
ひ
に
ゆ
く
道

 
 

大
和
物
語
　
姨
捨

一二三

＊＊

第
一
部

　
主
要
な
作
品
を
網
羅
し
た
う
え
で
、
伝
承
や
俳
諧
、
近
世

小
説
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
ふ
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
単
元
に
は
、
親
し
み
や
す
く
定
評
の
あ
る
説
話
を
配

置
。
国
語
総
合
で
の
学
習
か
ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
接
続
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

古
文
編

■  

教
材
と
し
て
定
評
の
あ
る
も
の
を
中
心
に
、
豊
富
な
教
材
を
配
列
。
興
味
を
も
っ
て
学
べ
る
よ
う
、

古
典
と
現
代
と
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
を
多
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。

■  
作
品
の
背
景
を
解
説
し
た
「
古
典
の
扉
」
と
、
現
代
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
「
今
に
生
き
る
古
典
」
の

二
種
類
の
コ
ラ
ム
を
設
け
ま
し
た
。

教
科
書
の
目
次

　  ：本内容解説資料でご紹介するページ＊
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随
筆 

枕
草
子 （
清
少
納
言
）

 
 

あ
り
が
た
き
も
の
／
木
の
花
は
／

 
 

二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に
／
大
納
言
殿
参
り
給
ひ
て

 

物
語（
一
） 

源
氏
物
語 （
紫
式
部
）

 
 

廃
院
の
怪﹇
夕
顔
﹈／
心
づ
く
し
の
秋
風﹇
須
磨
﹈／

 
 

明
石
の
君
の
苦
悩﹇
薄
雲
﹈／
萩
の
上
露﹇
御
法
﹈

 
 

 

◉
今
に
生
き
る
古
典
　
広
が
る
源
氏
物
語
の
世
界

 

日
記 

蜻
蛉
日
記 （
藤
原
道
綱
母
）

 
 

う
つ
ろ
ひ
た
る
菊
／
鷹
を
放
つ

 
 

和
泉
式
部
日
記 （
和
泉
式
部
）

 
 

夢
よ
り
も
は
か
な
き
世
の
中
を

 
 

紫
式
部
日
記 （
紫
式
部
）

 
 

秋
の
け
は
ひ
／
和
泉
式
部
と
清
少
納
言

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
平
安
時
代
の
文
学

―
女
性
と
仮
名

 

物
語（
二
） 

大
鏡

 
 

東
風
吹
か
ば
／
都
府
楼
の
鐘
／
最
後
の
除
目
／

 
 

三
舟
の
才
／
肝
試
し

一二

＊＊

三四

 

評
論 

古
今
和
歌
集
仮
名
序 （
紀
貫
之
）　
や
ま
と
歌
は

 
 

俊
頼
髄
脳 （
源
俊
頼
）　
沓
冠
折
句
の
歌

 
 

無
名
草
子
　
文

 
 

無
名
抄 （
鴨
長
明
）　
深
草
の
里

 
 

毎
月
抄 （
藤
原
定
家
）　
心
と
詞

 
 

正
徹
物
語 （
正
徹
）　
待
つ
恋

 
 

風
姿
花
伝 （
世
阿
弥
）　
下
手
は
上
手
の
手
本

 
 

去
来
抄 （
向
井
去
来
）　
行
く
春
を
／
岩
鼻
や

 
 

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛 （
本
居
宣
長
）　
も
の
の
あ
は
れ

 

近
世
小
説 

西
鶴
諸
国
ば
な
し （
井
原
西
鶴
）　
大
晦
日
は
合
は
ぬ
算
用

 
 

雨
月
物
語 （
上
田
秋
成
）　
浅
茅
が
宿

五六 第
二
部

　
大
学
入
試
を
見
据
え
、
評
論
教
材
も
豊
富
に
収
録
。
歌
論

や
能
楽
論
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
る
評
論
を
そ
ろ
え
ま

し
た
。

　『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』『
大
鏡
』
は
、
第
一
部
、
第
二
部

と
も
に
取
り
上
げ
、
作
品
を
さ
ら
に
読
み
深
め
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

教
科
書
の
目
次
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第
一
部

 

小
話 
季
札
挂
剣 （
蒙
求
）

 
 

漱
石
枕
流 （
世
説
新
語
）

 
 

畏
饅
頭 （
笑
府
）　 

 
 

梁
上
君
子 （
後
漢
書
）

 
 

病
入
膏
肓 （
春
秋
左
氏
伝
）

 
 

紀
昌
貫
虱 （
蒙
求
）

 

漢
詩 

 

鹿
柴 （
王
維
）／
宿
建
徳
江 （
孟
浩
然
）／

 

（
近
体
詩
） 

春
夜
洛
城
聞
笛 （
李
白
）／
別
董
大 （
高
適
）／

 
 

涼
州
詞 （
王
之
渙
）／
送
友
人 （
李
白
）／

 
 

月
夜 （
杜
甫
）／

 
 

八
月
十
五
日
夜
、禁
中
独
直
、対
月
憶
元
九 （
白
居
易
）／

 
 

遊
山
西
村 （
陸
游
）

 

史
伝 

史
記 （
司
馬
遷
）

 
 

鴻
門
之
会 （
項
羽
本
紀
）／
四
面
楚
歌 （
項
羽
本
紀
）／

 
 

項
王
最
期 （
項
羽
本
紀
）

 
 

 

参
考 

題
烏
江
亭 （
杜
牧
）

一

新

二三

 

文
章 

桃
花
源
記 （
陶
潜
）

 
 

愛
蓮
説 （
周
敦
頤
）

 
 

漁
父
辞 （
屈
原
）

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
漁
師
と
隠
者

 
 

春
夜
宴
桃
李
園
序 （
李
白
）

 

思
想 

儒
家・道
家
の
思
想

 
 

論
語
　
子
曰
、「
富
与
貴
／
子
曰
、「
道
之
以
政
／
子
貢
問
政

 
 

孟
子
　
無
恒
産
而
有
恒
心
者
／
不
忍
人
之
心

 
 

荀
子
　
人
之
性
悪

 
 

老
子
　
大
道
廃
、有
仁
義
／
小
国
寡
民

 
 

荘
子
　
曳
尾
於
塗
中
／
渾
沌

 

小
説 

酒
虫 （
蒲
松
齢
）

 
 

人
虎
伝 （
李
景
亮
）

 

日
本
の
漢
詩
文 

 

冬
夜
読
書 （
菅
茶
山
）

 
 

泊
天
草
洋 （
頼
山
陽
）

 
 

桂
林
荘
雑
詠
示
諸
生 （
広
瀬
淡
窓
）

 
 

送
夏
目
漱
石
之
伊
予 （
正
岡
子
規
）

 
 

題
自
画 （
夏
目
漱
石
）

 
 

航
西
日
記 （
森
鷗
外
）

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
日
本
の
漢
詩
文

四

＊＊

五六七

　
漢
詩
、
史
伝
、
思
想
、
小
説
な
ど
、
ふ
れ
て
お
き
た
い
ジ
ャ
ン

ル
、
作
品
を
網
羅
。
漢
文
の
お
も
し
ろ
さ
を
存
分
に
味
わ
い
な

が
ら
、
漢
文
を
読
む
力
が
確
実
に
身
に
つ
き
ま
す
。

　
第
一
部
、
第
二
部
と
も
、
冒
頭
の
単
元
に
は
、
展
開
や
内
容

を
捉
え
や
す
い
小
話
を
配
置
。
訓
読
に
慣
れ
親
し
む
と
と
も
に
、

漢
文
の
世
界
の
幅
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

漢
文
編

■  

教
材
と
し
て
定
評
の
あ
る
も
の
を
中
心
に
、
豊
富
な
教
材
を
配
列
。
興
味
を
も
っ
て
学
べ
る
よ
う
、

古
典
と
現
代
と
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
を
多
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。

■  
作
品
の
背
景
を
解
説
し
た
「
古
典
の
扉
」
と
、
現
代
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
「
今
に
生
き
る
古
典
」
の

二
種
類
の
コ
ラ
ム
を
設
け
ま
し
た
。

教
科
書
の
目
次
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古
典
文
法
要
覧
／
古
典
文
学
史
年
表
／

漢
文
の
基
本
形
式
／
漢
文
参
考
略
年
表

旧
国
名
・
都
道
府
県
名
対
照
図
／
装
束
／

住
居
・
調
度
／
陰
暦
ほ
か
／
古
時
刻
・
古
方
位
ほ
か
／

春
秋
時
代
要
図
・
戦
国
時
代
要
図

平
安
京
条
坊
図
／
京
都
付
近
地
図
・
奈
良
付
近
地
図
／

中
国
参
考
地
図

資
料

付
録

見
返
し

 
小
話 

 

不
顧
後
患 （
説
苑
）

 
 

三
横 （
世
説
新
語
）

 
 

不
死
之
薬 （
韓
非
子
）

 

史
伝（
一
） 

 「
三
国
志
」の
世
界

 
 

乱
世
之
姦
雄 （
十
八
史
略
） 

 
 

三
往
、乃
見 （
三
国
志
）

 
 

進
遇
於
赤
壁 （
十
八
史
略
） 

 
 

股
肱
之
力 （
十
八
史
略
）

 
 

 

◉
今
に
生
き
る
古
典
　
日
本
人
と
三
国
志

 

漢
詩（
一
） 

 

桃
夭
／
陟
岵
／

 

（
古
体
詩
） 

生
年
不
満
百
／
秋
風
辞 （
漢
武
帝
）／

 
 

飲
酒 （
陶
潜
）／
子
夜
呉
歌 （
李
白
）／

 
 

兵
車
行 （
杜
甫
）

 

小
説 

人
面
桃
花 （
孟
棨
）

 
 

葉
限 （
段
成
式
）

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
日
本
の
漢
籍
受
容

 

史
伝（
二
） 

史
記

―
廉
頗
と
藺
相
如 （
司
馬
遷
）

 
 

完
璧
帰
趙
／
澠
池
之
会
／
刎
頸
之
交

 
 

史
記

―
荊
軻 （
司
馬
遷
）

 
 

風
蕭
蕭
兮
易
水
寒
／
図
窮
而
匕
首
見

一

新

新

二

＊＊

新

＊

三四

新

五

 

文
章 

捕
蛇
者
説 （
柳
宗
元
）

 
 

赤
壁
賦 （
蘇
軾
）

 

思
想 

思
想
と
寓
話

 
 

 

孟
子
　
何
必
曰
利
／
性
猶
湍
水
也 

 
 

荀
子
　
青
取
之
於
藍
、而
青
於
藍

 
 

老
子
　
天
下
莫
柔
弱
於
水 

 
 

荘
子
　
夢
為
胡
蝶
／
北
冥
有
魚

 
 

列
子
　
愚
公
移
山

 
 

韓
非
子
　
聖
人
不
期
修
古

 
 

墨
子
　
非
攻

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
諸
子
の
思
想
と
寓
話

 

漢
詩（
二
） 

長
恨
歌 （
白
居
易
）

 
 

 

参
考 

桐
壺 （
源
氏
物
語
）／
七
月
七
日 （
更
級
日
記
）

六七八 第
二
部

　
漢
文
の
世
界
の
ひ
ろ
が
り
や
、
現
代
と
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら

れ
る
作
品
や
コ
ラ
ム
を
豊
富
に
収
録
し
ま
し
た
。

教
科
書
の
目
次
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成立年代バー
文学史におけるその
作品の位置がひとめ
でわかります。

古典の読解を支える工夫
本文と関係の深い図版や資料を配置したり，内容理解のポイントを
脚問で示すなど，古典の読解を助ける工夫を随所に凝らしました。

古典への理解を深める「古典の扉」
作品の時代背景や古人のものの見方にふれることができるコラムを随所に設定し，古典
への理解がより深まるようにしました。

古典をより身近に感じる「今に生きる古典」
現代とのつながりという観点から古典の世界について解説したコラムを特設し，古典を
より身近に感じられるようにしました。

教
科
書
の
特
色

教
科
書
の
特
色
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　春
日
野
の
若
紫
の
す
り
衣
し
の
ぶ
の
乱
れ
限
り
知
ら
れ
ず

と
な
む
、
追
ひ
つ
き
て
言
ひ
や
り
け
る
。
つ
い
で
お
も
し
ろ
き
こ
と
と
も
や
思
ひ
け
む
。

　
　陸み

ち
の
く奥

の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
誰た
れ

ゆ
ゑ
に
乱
れ
そ
め
に
し
我
な
ら
な
く
に

と
い
ふ
歌
の
心
ば
へ
な
り
。
昔む
か
し

人び
と

は
、
か
く
い
ち
は
や
き
み
や
び
を
な
む
し
け
る
。

 

（
第
一
段
）

7

＊

8

9

＊

10

＊

11

＊

7
春
日
野
の
⋮
⋮

　上
三
句
は
「
し
の
ぶ
」

の
序じ
ょ

詞こ
と
ば

。「
し
の
ぶ
の
乱
れ
」
は
「
し
の

ぶ
ず
り
の
乱
れ
模
様
」
と
「
こ
い
し
の
ぶ

心
の
乱
れ
」
と
の
掛か
け

詞こ
と
ば

。

8
追
ひ
つ
き
て

　す
ぐ
に
。

9
つ
い
で

　事
の
な
り
ゆ
き
。

10
陸
奥
の
⋮
⋮

　『古
今
和
歌
集
』
所
収
の

河か
わ
ら
の原

左
大
臣
源

み
な
も
と
の

融と
お
る

の
歌
。上
二
句
は「
乱

れ
」
の
序
詞
。

11
い
ち
は
や
き
み
や
び

　情
熱
を
こ
め
た
風

雅
な
ふ
る
ま
い
。

語
句

　由

　な
ま
め
く

　は
ら
か
ら

　ふ
る
さ
と

　は
し
た
な
し

　惑
ふ

　限
り

　お
も
し
ろ
し

　心
ば
へ

　み
や
び

学
習
の
手
引
き

一

次
の
傍
線
部
の
違
い
を
、
文
法
的
に
説
明
し
て
み
よ
う
。

①
狩
り
に
往
に
け
り
。（
40
・
2
）

②
誰
ゆ
ゑ
に
乱
れ
そ
め
に
し
（
41
・
3
）

二

「
春
日
野
の
…
…
」（
41
・
1
）
の
歌
は
「
陸
奥
の
…
…
」（
41
・
3
）
の
歌
を
ど
の
よ
う
に

取
り
入
れ
て
い
る
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

三

男
の
ど
の
よ
う
な
行
動
が
「
い
ち
は
や
き
み
や
び
」（
41
・
4
）
で
あ
っ
た
の
か
、
話
し

合
っ
て
み
よ
う
。

5
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物
語  

一伊い

勢せ

物
語 

初う
ひ

冠か
う
ぶ
り

　昔
、
男
、
初
冠
し
て
、
奈
良
の
京
、
春か
す
が日
の

里
に
、
し
る
由よ
し

し
て
、
狩
り
に
往い

に
け
り
。
そ

の
里
に
、
い
と
な
ま
め
い
た
る
女
は
ら
か
ら
住

み
け
り
。
こ
の
男
、
垣か
い

間ま

見み

て
け
り
。
思
ほ
え

ず
、
ふ
る
さ
と
に
い
と
は
し
た
な
く
て
あ
り
け

れ
ば
、
心
地
惑
ひ
に
け
り
。
男
の
、
着
た
り
け

る
狩か
り

衣ぎ
ぬ

の
裾
を
切
り
て
、
歌
を
書
き
て
や
る
。

そ
の
男
、
し
の
ぶ
ず
り
の
狩
衣
を
な
む
着
た
り

け
る
。

1

2

3

＊

4

＊

＊

▼
＊

＊

＊

5

6

1
初
冠

　元
服
し
て
、
初
め
て
冠
を
着
け
る

こ
と
。
男
子
が
十
代
前
半
に
行
う
成
人
の

儀
。

2
春
日
の
里

　平
城
京
（
現
在
の
奈
良
市
）

の
東
部
。
春
日
山
の
西
麓
の
地
域
。

3
し
る
由
し
て

　領
有
し
て
い
る
縁
で
。

4
狩
り

　鷹た
か

狩
り
。

「
ふ
る
さ
と
」
と
は
ど
こ
の
こ
と
か
。

5
狩
衣

　も
と
は
狩
り
の
際
に
貴
族
が
着
用

し
た
装
束
。
後
に
平
常
服
と
な
っ
た
。
巻

末
「
装
束
」
参
照
。

6
し
の
ぶ
ず
り

　陸む

つ奥
の
国
信し

の
ぶ夫
郡
（
現
在

の
福
島
県
福
島
市
）
か
ら
産
出
さ
れ
た
と

い
う
「
忍し
の
ぶ

草ぐ
さ

」
の
茎
や
葉
で
乱
れ
模
様
を

す
り
つ
け
た
布
。
後
出
の
「
し
の
ぶ
も
ぢ

ず
り
」
も
同
じ
。

1500

1000

700

1700

平安

鎌倉

室町

江戸

奈良
平
安
時
代
初
期
成
立
の
歌
物
語

 『伊勢物語絵巻』

5
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古
文
は
、
生
徒
に
ふ
れ
さ
せ
た
い
作
品
を
豊
富
に
収
録
。

内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
す
る
図
版
や
資
料
を
配
置

す
る
な
ど
、
読
解
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
見
て
楽
し
く

な
る
よ
う
な
工
夫
を
随
所
に
凝
ら
し
ま
し
た
。

教
材
名
の
下
に
「
成
立
年
代
バ
ー
」
を

お
き
、
ひ
と
め
で
作
品
の
成
立
時
期
が

わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

文
法
を
理
解
す
る
た
め
の
問
い
と
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
問
い
を

教
材
に
応
じ
て
設
け
ま
し
た
。

教
科
書
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
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「
声
」
を
聞
く
―
物
語
の
歴
史

　「物
語
」
に
は
「
声
」
が
あ
る
。

　仮
名
散
文
に
よ
っ
て
書
き
つ
づ
ら
れ
た
物
語
は
、
語
り
手
に

よ
っ
て
聞
き
手
に
語
り
聞
か
せ
る
趣
で
書
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

 

　
今
は
昔
、
竹
取
の
翁
お
き
な

と
い
ふ
者
あ
り
け
り
。
…
…
も
と
光
る
竹

な
む
一
筋
あ
り
け
る
。
あ
や
し
が
り
て
、
寄
り
て
見
る
に
、
筒
の

中
光
り
た
り
。
…
…
手
に
う
ち
入
れ
て
、
家
へ
持
ち
て
来
ぬ
。
妻め

の
嫗
お
う
な
に
預
け
て
養
は
す
。（『
竹
取
物
語
』）

　現
存
す
る
最
古
の
物
語
と
い
わ
れ
る
『
竹
取
物
語
』
は
、
竹
の

中
の
「
三
寸
ば
か
り
な
る
人
」
を
発
見
す
る
不
思
議
な
場
面
か
ら

始
ま
る
。
耳
を
す
ま
す
と
、
文
末
表
現
は
「
け
り
」
か
ら
し
だ
い

に
現
在
形
に
変
わ
っ
て
い
き
、「
聞
き
手
」
は
知
ら
な
い
う
ち
に

物
語
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
、
目
の
前
に
で
き
ご
と
を
見
て
感
じ

る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
耳
を
傾
け
る
と
、
物
語
に
は
た
め
息
、

昂こ
う

揚よ
う

、
時
に
は
批
評
な
ど
、
語
る
で
き
ご
と
に
対
す
る
架
空
の
語

り
手
の
言
葉
が
聞
こ
え
て
く
る
。

 

　
上か
ん

達だ
ち

部め

、
上う
へ

人び
と

な
ど
も
あ
い
な
く
目
を
そ
ば
め
つ
つ
、
い
と
ま

ば
ゆ
き
人
の
御
覚
え
な
り
。（『
源
氏
物
語
』
光
源
氏
の
誕
生
）

　語
り
手
は
、
帝み

か
ど
の
桐き

り

壺つ
ぼ
の

更こ
う

衣い

へ
の
寵ち

ょ
う

愛あ
い

に
対
し
目
を
背
け
る
上

達
部
、
殿て

ん

上じ
ょ
う

人び
と

の
態
度
を
「
あ
い
な
し
（
筋
違
い
に
も
）」
と
批

判
し
て
い
る
の
だ
。
そ
ん
な
「
声
」
に
導
か
れ
、
読
者
は
自
ら
で

き
ご
と
を
批
評
し
、
想
像
を
か
き
た
て
ら
れ
て
い
く
。

　『竹
取
物
語
』
の
作
り
物
語
の
虚
構
性
と
十
世
紀
に
登
場
し
た

『
伊
勢
物
語
』
な
ど
の
歌
物
語
の
抒じ

ょ

情じ
ょ
う

性
、『
蜻か

げ

蛉ろ
う

日
記
』
に
始
ま

る
女
流
日
記
文
学
の
内
面
性
が
結
実
し
た
作
品
が
十
一
世
紀
初
め

成
立
の
『
源
氏
物
語
』
だ
。
こ
の
物
語
で
は
し
ば
し
ば
語
り
手
の

「
声
」
が
事
の
真
相
や
意
味
を
問
う
が
、
そ
こ
に
作
品
世
界
を
相

対
化
す
る
批
評
性
も
生
ま
れ
て
き
た
。

　そ
の
後
十
一
〜
十
二
世
紀
に
は
歴
史
物
語
が
新
生
面
を
切
り
開

い
た
。『
大
鏡
』
は
藤ふ

じ

原わ
ら
の

道み
ち

長な
が

の
栄
華
を
主
題
と
す
る
が
、
作
者

は
雲う

林り
ん

院い
ん

の
菩ぼ

提だ
い

講こ
う

で
主
に
百
八
十
歳
を
超
え
る
老
翁
二
人
が
見

聞
き
し
た
「
歴
史
」
を
語
る
と
い
う
「
語
り
」
の
場
を
虚
構
す
る
。

複
数
の
「
声
」
を
響
か
せ
る
こ
と
で
、
政
治
の
裏
側
ま
で
も
描
き

出
し
て
「
歴
史
」
へ
の
批
判
性
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　「声
」
の
歴
史
は
続
く
。
鎌
倉
時
代
に
は
軍
記
物
語
が
登
場
す

る
が
、『
平
家
物
語
』
に
は
琵び

琶わ

法
師
の
「
声
」
に
よ
っ
て
生
き

生
き
と
時
代
を
語
る
「
平
曲
」
の
息
づ
か
い
が
今
に
残
る
。

　「物
語
」
は
耳
を
傾
け
て
読
み
た
い
。

51015

51015
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参
考 
つ
ひ
に
ゆ
く
道

　昔
、
男
、
わ
づ
ら
ひ
て
、
心
地
死
ぬ
べ
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、

　
　つ
ひ
に
ゆ
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
き
の
ふ
今
日
と
は
思
は
ざ
り
し
を

 

（
第
一
二
五
段
）

伊
勢
物
語

歌
物
語
。
作
者
未
詳
。
平
安
時
代
初
期

の
成
立
。
百
二
十
余
段
か
ら
な
る
。
在

原
業
平
と
考
え
ら
れ
る
「
男
」
の
一
代

記
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
段

は
和
歌
を
核
と
し
て
、
男
女
の
愛
、
肉

親
の
情
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
文

は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に

よ
っ
た
。

『伊勢物語図色紙』（江戸時代前期）
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教
材
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
、
参
考
と
な
る
章
段
を
適
宜
示
し
ま
し
た
。

古典への理解を深めたり，現代との関わりを考えたりする
ことができるコラム「古典の扉」を随所に設けました。
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率ゐ

て
お
は
し
て
時
め
か
し
給
ふ
こ
そ
、
い
と
め
ざ
ま
し
く
つ
ら
け
れ
。」
と
て
、
こ
の
御

か
た
は
ら
の
人
を
か
き
起
こ
さ
む
と
す
と
見
給
ふ
。
物
に
襲
は
る
る
心
地
し
て
、
驚
き
給

へ
れ
ば
、
灯
も
消
え
に
け
り
。
う
た
て
思お
ぼ

さ
る
れ
ば
、
太た

刀ち

を
引
き
抜
き
て
う
ち
置
き
給

ひ
て
、
右う

近こ
ん

を
起
こ
し
給
ふ
。
こ
れ
も
恐
ろ
し
と
思
ひ
た
る
さ
ま
に
て
参
り
寄
れ
り
。 

「
渡わ
た

殿ど
の

な
る
宿と
の
ゐ直

人び
と

起
こ
し
て
、
紙し

燭そ
く

さ
し
て
参
れ
と
言
へ
。」
と
の
た
ま
へ
ば
、「
い
か 

で
か
ま
か
ら
む
、
暗
う
て
。」
と
言
へ
ば
、「
あ
な
若
々
し
。」
と
う
ち
笑
ひ
給
ひ
て
、
手

を
叩た
た

き
給
へ
ば
、
山や
ま

彦び
こ

の
答
ふ
る
声
い
と
疎
ま
し
。
人
え
聞
き
つ
け
で
参
ら
ぬ
に
、
こ
の

女
君
い
み
じ
く
わ
な
な
き
惑
ひ
て
、
い
か
さ
ま
に
せ
む
と
思
へ
り
。
汗
も
し
と
ど
に
な
り

て
、
我
か
の
気
色
な
り
。「
も
の
怖お

ぢ
を
な
む
わ
り
な
く
せ
さ
せ
給
ふ
本ほ
ん

性じ
や
う

に
て
、
い
か

に
思
さ
る
る
に
か
。」
と
右
近
も
聞
こ
ゆ
。
い
と
か
弱
く
て
、
昼
も
空
を
の
み
見
つ
る
も

の
を
、
い
と
ほ
し
と
思
し
て
、「
我
人
を
起
こ
さ
む
。
手
叩
け
ば
山
彦
の
答
ふ
る
、
い
と

う
る
さ
し
。
こ
こ
に
、
し
ば
し
、
近
く
。」
と
て
、
右
近
を
引
き
寄
せ
給
ひ
て
、
西
の
妻

戸
に
出
で
て
、
戸
を
押
し
開
け
給
へ
れ
ば
、
渡
殿
の
灯
も
消
え
に
け
り
。
風
す
こ
し
う
ち

吹
き
た
る
に
、
人
は
す
く
な
く
て
、
候さ
ぶ
らふ

か
ぎ
り
皆
寝
た
り
。
こ
の
院
の
預
か
り
の
子
、 

睦む
つ

ま
し
く
使
ひ
給
ふ
若
き
男を
の
こ、
ま
た
上う
へ

童わ
ら
は

一
人
、
例
の
随ず
い

身じ
ん

ば
か
り
ぞ
あ
り
け
る
。
召
せ

ば
、
御
答い
ら

へ
し
て
起
き
た
れ
ば
、「
紙
燭
さ
し
て
参
れ
。
随
身
も
弦つ
る

打う

ち
し
て
絶
え
ず
声こ
わ

▼

3

4

5

6

7

＊

＊

＊

▼

8

9

＊

10

11

12

13

「
見
給
ふ
」
と
は
、
誰
が
何
を
見
た
の
か
。

3
太
刀

　こ
こ
は
、
魔
除よ

け
の
た
め
の
護
身

用
の
太
刀
。

4
右
近

　夕
顔
の
侍
女
。

5
渡
殿

　二
つ
の
主
要
な
建
物
を
つ
な
ぐ
通

路
の
よ
う
な
建
物
。
こ
こ
は
、
渡
殿
の
片

側
に
造
っ
て
あ
る
小
部
屋
。

6
宿
直
人

　夜
間
に
警
護
の
役
目
を
負
う
人
。

7
紙
燭

　細
い
松
の
棒
で
、
手
で
持
つ
部
分

に
紙
を
巻
い
た
携
帯
用
の
照
明
具
。

誰
の
「
本
性
」
か
。

8
妻
戸

　寝
殿
造
り
の
建
物
の
四
隅
に
あ
る

両
開
き
の
板
戸
。

9
預
か
り
の
子

　管
理
人
の
子
。

10
上
童

　殿
上
童
。
貴
族
の
子
息
で
、
見
習

い
の
た
め
に
昇
殿
を
許
さ
れ
、
召
し
使
わ

れ
る
少
年
。こ
こ
は
、源
氏
の
従
者
の
一
人
。

11
随
身

　勅
命
に
よ
っ
て
貴
人
の
警
護
の
た

め
に
刀
や
弓
矢
を
携
え
て
付
き
従
っ
た

近こ
の
え衛
府
な
ど
の
役
人
。

12
弦
打
ち

　鳴
弦
。
魔
除
け
の
た
め
に
矢
を

つ
が
え
ず
、
弦
だ
け
を
鳴
ら
す
こ
と
。

13
声
づ
く
れ

　警
戒
の
声
を
た
て
よ
。

語
句

　ま
か
る

　し
と
ど
に

　も
の
怖
ぢ

　睦
ま
し

51015
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物
語  

一源
氏
物
語 

紫
式
部

廃
院
の
怪

　十
七
歳
に
な
っ
た
光
源
氏
は
、
五
月
雨
の
降
る
宮
中
で
の
宿と
の
い直

の
夜
、
頭と

う
の

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
う

（
正
妻
葵あ

お
い

の
上

の
実
兄
）
た
ち
と
女
性
論
を
交
わ
し
た
。
父
帝
の
妃ひ

藤
壺
宮
へ
の
秘
め
た
思
い
に
悩
む
光
源
氏
は
、

こ
の
「
雨
夜
の
品
定
め
」
に
よ
っ
て
中
流
階
級
の
女
性
へ
関
心
を
抱
く
。
そ
ん
な
折
、
夕
顔
の
白

い
花
が
咲
く
粗
末
な
家
に
女
（
夕ゆ
う

顔が
お

）
が
住
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
頭
中
将
ゆ
か
り
の
女
性

か
と
思
い
な
が
ら
も
互
い
の
素
性
を
明
か
さ
ぬ
ま
ま
、
光
源
氏
は
乳め
の
と母

子ご

惟こ
れ

光み
つ

の
手
引
き
で
女
の

も
と
に
通
い
始
め
る
。
八
月
十
五
日
の
夜
夕
顔
の
家
で
過
ご
し
た
光
源
氏
は
、
夕
顔
を
ひ
そ
か
に

近
く
の
荒
れ
果
て
た
廃
院
に
連
れ
出
し
た
。
う
ち
と
け
た
無
邪
気
な
様
子
を
見
せ
る
夕
顔
を
見
る

に
つ
け
、
光
源
氏
は
以
前
か
ら
の
通
い
所
で
あ
る
六ろ
く

条
じ
ょ
う
の

御み
や
す息

所ど
こ
ろ

（
前さ
き
の

春と
う

宮ぐ
う

妃
）
と
の
気
づ
ま
り

な
関
係
を
思
い
比
べ
る
の
だ
っ
た
。

　宵
過
ぐ
る
ほ
ど
、
す
こ
し
寝
入
り
給
へ
る
に
、
御
枕ま
く
ら

上が
み

に
い
と
を
か
し
げ
な
る
女
居ゐ

て
、

「
お
の
が
い
と
め
で
た
し
と
見
奉
る
を
ば
尋
ね
思
ほ
さ
で
、
か
く
異
な
る
こ
と
な
き
人
を

1

2

1
お
の
が
い
と
め
で
た
し
と
見
奉
る
を
ば

　

私
が
（
あ
な
た
様
を
）
大
変
立
派
だ
と
お

慕
い
申
し
あ
げ
て
い
る
、
そ
の
私
を
。

2
異
な
る
こ
と
な
き
人

　格
別
の
と
り
え
も

な
い
人
。
こ
こ
は
、
夕
顔
を
指
す
。

1500

1000

700

1700

平安

鎌倉

室町

江戸

奈良

平
安
時
代
中
期
成
立
の
物
語

10 5

p124-139_SK033_源氏夕_4C_30精古B.indd   124 16/03/03   19:48

15 14

各
作
品
、
豊
富
な
章
段
を
収
録
。
特
に
、「
源
氏

物
語
」「
大
鏡
」
は
、
第
一
部
・
第
二
部
と
も
に

取
り
上
げ
、
物
語
の
幅
広
い
世
界
を
味
わ
え
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。



物
語（一
）
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Ｃ

づ
く
れ
と
仰お
ほ

せ
よ
。
人
離
れ
た
る
所
に
心
と
け
て
寝い

ぬ
る
も
の
か
。
惟こ
れ

光み
つ
の

朝あ
そ
ん臣

の
来
た
り

つ
ら
む
は
。」
と
問
は
せ
給
へ
ば
、「
候
ひ
つ
れ
ど
仰
せ
言
も
な
し
、
暁
に
御
迎
へ
に
参
る

べ
き
由よ
し

申
し
て
な
む
、
ま
か
で
侍
り
ぬ
る
。」
と
聞
こ
ゆ
。
こ
の
か
う
申
す
者
は
、
滝
口

な
り
け
れ
ば
、
弓ゆ

弦づ
る

い
と
つ
き
づ
き
し
く
う
ち
鳴
ら
し
て
、「
火
危
ふ
し
。」
と
言
ふ
言
ふ
、

預
か
り
が
曹ざ
う

司し

の
方か
た

に
去い

ぬ
な
り
。
内う

裏ち

を
思
し
や
り
て
、
名な

対だ
い

面め
ん

は
過
ぎ
ぬ
ら
む
、
滝

口
の
宿
直
奏ま
う

し
今
こ
そ
、
と
推
し
は
か
り
給
ふ
は
、
ま
だ
い
た
う
更
け
ぬ
に
こ
そ
は
。

　帰
り
入
り
て
探
り
給
へ
ば
、
女
君
は
さ
な
が
ら
臥ふ

し
て
、
右
近
は
か
た
は
ら
に
う
つ
伏

し
臥
し
た
り
。「
こ
は
な
ぞ
、
あ
な
も
の
狂
ほ
し
の
も
の
怖
ぢ
や
。
荒
れ
た
る
所
は
、
狐き
つ
ね

な
ど
や
う
の
も
の
の
人
お
び
や
か
さ
む
と
て
、
け
恐
ろ
し
う
思
は
す
る
な
ら
む
。
ま
ろ
あ

れ
ば
、
さ
や
う
の
も
の
に
は
お
ど
さ
れ
じ
。」
と
て
引
き
起
こ
し
給
ふ
。「
い
と
う
た
て
乱

り
心
地
の
悪あ

し
う
侍
れ
ば
、
う
つ
伏
し
臥
し
て
侍
る
や
。
御お

前ま
へ

に
こ
そ
わ
り
な
く
思
さ
る

ら
め
。」
と
言
へ
ば
、「
そ
よ
、
な
ど
か
う
は
。」
と
て
か
い
探
り
給
ふ
に
息
も
せ
ず
。
引

き
動
か
し
給
へ
ど
、
な
よ
な
よ
と
し
て
、
我
に
も
あ
ら
ぬ
さ
ま
な
れ
ば
、
い
と
い
た
く
若

び
た
る
人
に
て
、
物
に
け
ど
ら
れ
ぬ
る
な
め
り
と
、
せ
む
方
な
き
心
地
し
給
ふ
。
紙
燭
持

て
参
れ
り
。
右
近
も
動
く
べ
き
さ
ま
に
も
あ
ら
ね
ば
、
近
き
御み

几き

帳ち
や
う

を
引
き
寄
せ
て
、

「
な
ほ
持
て
参
れ
。」
と
の
た
ま
ふ
。
例
な
ら
ぬ
こ
と
に
て
、
御
前
近
く
も
え
参
ら
ぬ
つ
つ

14

15

▼

16

17

＊

＊

＊

＊

▼

＊

18

＊

14
滝
口

　滝
口
の
武
士
。
蔵く

ろ
う
ど人
所ど

こ
ろ

に
属
し
、

宮
中
の
警
備
に
あ
た
っ
た
。

15
曹
司

　部
屋
。

「
去
ぬ
な
り
」
と
判
断
し
た
根
拠
は
何
か
。

16
名
対
面

　宮
中
で
亥い

の
一
刻
（
午
後
九
時

頃
）
に
毎
夜
行
わ
れ
る
宿
直
の
殿
上
人
の

点
呼
。
本
人
が
姓
名
を
名
の
る
。

17
滝
口
の
宿
直
奏
し

　宿
直
の
滝
口
の
武
士

の
点
呼
。「
名
対
面
」
の
あ
と
に
行
う
。

「
御
前
に
こ
そ
わ
り
な
く
思
さ
る
ら
め
」

と
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
様
子
で
あ
る
と

い
う
こ
と
か
。

18
け
ど
ら
れ
ぬ
る
な
め
り

　正
気
を
奪
わ
れ

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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ま
し
さ
に
、
長な
げ
し押
に
も
え
の
ぼ
ら
ず
。「
な
ほ
持
て
来こ

や
。
所
に
従
ひ
て
こ
そ
。」
と
て
、

召
し
寄
せ
て
見
給
へ
ば
、
た
だ
こ
の
枕
上
に
夢
に
見
え
つ
る
容か
た
ち貌
し
た
る
女
、
面
影
に
見

え
て
ふ
と
消
え
失う

せ
ぬ
。
昔
物
語
な
ど
に
こ
そ
か
か
る
こ
と
は
聞
け
、
と
い
と
め
づ
ら
か

に
む
く
つ
け
け
れ
ど
、
ま
づ
、
こ
の
人
い
か
に
な
り
ぬ
る
ぞ
と
思
ほ
す
心
騒
ぎ
に
、
身
の

上
も
知
ら
れ
給
は
ず
添
ひ
臥
し
て
、「
や
や
。」
と
驚
か
し
給
へ
ど
、
た
だ
冷
え
に
冷
え
入

り
て
、
息
は
と
く
絶
え
果
て
に
け
り
。
言
は
む
方
な
し
。
頼
も
し
く
い
か
に
と
言
ひ
ふ
れ

給
ふ
べ
き
人
も
な
し
。
法
師
な
ど
を
こ
そ
は
か
か
る
方
の
頼
も
し
き
も
の
に
は
思
す
べ
け

れ
ど
。
さ
こ
そ
強
が
り
給
へ
ど
、
若
き
御み

心こ
こ
ろ

に
て
、
言
ふ
か
ひ
な
く
な
り
ぬ
る
を
見
給
ふ

に
、
や
る
方
な
く
て
、
つ
と
抱い
だ

き
て
、「
あ
が
君
、
生
き
出
で
給
へ
、
い
と
い
み
じ
き
目

な
見
せ
給
ひ
そ
。」
と
の
た
ま
へ
ど
、
冷
え
入
り
に
た
れ
ば
、
け
は
ひ
も
の
疎
く
な
り
ゆ

く
。
右
近
は
、
た
だ
あ
な
む
つ
か
し
と
思
ひ
け
る
心
地
み
な
覚
め
て
、
泣
き
惑
ふ
さ
ま
い

と
い
み
じ
。
南な
ん

殿で
ん

の
鬼
の
な
に
が
し
の
大お
と
ど臣

お
び
や
か
し
け
る
例た
と
ひを

思
し
出
で
て
、
心
強

く
、「
さ
り
と
も
い
た
づ
ら
に
な
り
果
て
給
は
じ
。
夜
の
声
は
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
。
あ
な

か
ま
。」
と
諫い
さ

め
給
ひ
て
、
い
と
あ
わ
た
た
し
き
に
あ
き
れ
た
る
心
地
し
給
ふ
。 

（
夕
顔
）

19

20

＊

21

＊

＊

22

＊

23

▼

＊

＊

＊

＊

19
長
押

　こ
こ
は
、
下
長
押
の
こ
と
で
、
簀す

の

子こ

か
ら
廂ひ

さ
しの
間
に
上
が
る
部
分
の
間
仕
切

り
の
た
め
に
渡
し
た
横
木
。

20
所
に
従
ひ
て
こ
そ

　遠
慮
も
場
所
次
第
だ
。

21
身
の
上
も
知
ら
れ
給
は
ず

　自
分
の
身
の

危
険
も
お
考
え
に
な
れ
ず
。

22
も
の
疎
く
な
り
ゆ
く

　う
す
気
味
悪
く

な
っ
て
い
く
。
こ
こ
は
、
死
相
が
表
れ
て

き
た
こ
と
。

23
南
殿
の
鬼
の
⋮
⋮
お
び
や
か
し
け
る
例

　

紫し

宸し
ん

殿で
ん

の
鬼
が
藤ふ

じ

原わ
ら
の

忠た
だ

平ひ
ら

（
八八〇〜
九四九）

を
脅
か
し
た
が
、
反
対
に
追
い
払
わ
れ
た

例
（『
大
鏡
』
忠
平
伝
）。

「
さ
り
と
も
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
受
け
て
い
る
か
。

語
句

　さ
な
が
ら

　な
ぞ

　も
の
狂
ほ
し

　ま
ろ

　我
に
も
あ
ら
ず

　つ
つ
ま
し
さ

　む
く
つ
け
し

　言
は
む
方
な
し

　頼
も
し

　む
つ
か
し

　い
た
づ
ら
に
な
る

　お
ど
ろ
お
ど
ろ
し

　あ
な
か
ま

　あ
わ
た
た
し

510
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今
に
生
き
る
古
典

140

４
Ｃ

広
が
る
源
氏
物
語
の
世
界

　源
氏
物
語
は
、
現
在
の
よ
う
な
印
刷
技
術
の
な
か
っ
た
時
代
に
、

こ
の
物
語
に
魅
了
さ
れ
た
多
く
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
一
文
字
一

文
字
書
き
写
さ
れ
、
千
年
の
時
を
越
え
て
今
に
伝
わ
っ
た
長
編
物

語
で
あ
る
。
長
い
年
月
の
間
に
は
、
火
災
や
戦
乱
な
ど
、
写
本
を

次
代
に
受
け
継
い
で
い
く
上
で
危
機
と
さ
れ
る
状
況
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
多
く
の
人
に
守
ら
れ
て
困
難
を
く
ぐ
り
抜
け
、
文
学
や

芸
術
、
芸
能
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
て
き
た
。

　源
氏
物
語
に
は
、
平
安
貴
族
の
美
意
識
、
当
時
の
社
会
や
政
治

の
あ
り
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
お
け
る
人
の
心
理
な
ど
が
、
当

時
の
先
行
文
学
や
中
国
文
学
に
関
す
る
膨
大
な
知
識
と
教
養
に
裏

づ
け
ら
れ
た
重
厚
か
つ
流
麗
な
文
章
で
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
以

前
の
物
語
に
は
み
ら
れ
な
い
壮
大
な
物
語
世
界
が
築
き
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。『
更
級
日
記
』
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
同
時
代
の
若

い
女
性
に
と
っ
て
は
憧
れ
の
世
界
で
あ
り
、
知
識
の
豊
富
な
人
に

と
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
先
行
文
学
を
随
所
に
垣か

い
ま間

見
る
お
も
し
ろ

さ
を
味
わ
え
る
作
品
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
さ
ま
ざ
ま
な

読
み
方
の
で
き
る
奥
行
き
の
あ
る
物
語
だ
っ
た
。
ま
た
、
絢け

ん

爛ら
ん

た

る
絵
巻
物
が
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
と
お

り
、
視
覚
的
に
も
楽
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
後
に

続
く
作
品
へ
の
影
響
は
大
き
く
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』『
狭さ

衣ご
ろ
も

物

語
』
な
ど
、
源
氏
物
語
に
着
想
を
得
、
表
現
の
上
で
も
多
大
な
影

響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
作
品
が
幾
つ
も
み
ら
れ
る
。

　貴
族
社
会
が
力
を
失
っ
て
く
る
と
、
源
氏
物
語
は
か
つ
て
の
輝

か
し
い
貴
族
社
会
を
髣ほ

う

髴ふ
つ

と
さ
せ
る
物
語
と
し
て
愛
好
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
特
に
歌
人
に
と
っ
て
の
基
礎
教
養
と
な
っ
て
い
っ
た
。

時
代
の
変
化
の
中
で
原
文
の
読
解
が
し
だ
い
に
困
難
に
な
っ
て
く

る
と
注
釈
書
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
現

代
に
至
る
ま
で
数
多
く
の
注

釈
書
が
世
に
出
て
い
る
。
中

世
に
は
能
・
狂
言
と
い
っ
た

芸
能
が
盛
ん
に
な
る
が
、
能

に
「
葵

あ
お
い
の

上う
え

」「
源
氏
供
養
」

と
い
う
演
目
が
あ
る
よ
う
に
、

源
氏
物
語
は
上
流
階
層
に

と
っ
て
な
じ
み
の
あ
る
作
品

だ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、

香
道
で
は
源
氏
香
が
生
ま
れ
、

源
氏
香
図

　源
氏
香
は
、「
組
香
」
の

一
つ
。
五
つ
の
香
木
を
順
に
焚た

き
、
そ

の
香
り
の
異
同
を
嗅
ぎ
分
け
て
図
で
示

す
。
図
に
は
桐き
り

壺つ
ぼ

と
夢ゆ
め
の

浮う
き

橋は
し

を
除
く
五

十
二
帖じ
ょ
うの

名
が
つ
い
て
い
る
。

絵 合 帚 木紅葉賀須 磨

乙 女 末摘花花散里関 屋

朝 顔 若 紫賢 木蓬 生

薄 雲 夕 顔葵澪 標

松 風 空 蟬花 宴明 石

51015
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絵
画
で
は
源
氏
絵
が
描
か
れ
た
。
ま
た
、
版
本
が
刊
行
さ
れ
、
庶

民
階
級
に
普
及
し
、
婦
女
子
向
け
の
手
軽
な
読
み
物
と
し
て
、
翻

案
小
説
と
も
い
う
べ
き
『
偐に

せ

紫む
ら
さ
き

田
舎
源
氏
』
が
書
か
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
一い

ち

条じ
ょ
う

天
皇
の
後
宮
の
女
房
で
あ
っ
た
紫
式
部
を
出
発

点
に
平
安
朝
貴
族
社
会
に
広
が
っ
た
源
氏
物
語
は
、
時
代
が
下
る

に
つ
れ
そ
の
裾
野
を
広
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　近
代
以
降
は
、
与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

、
谷た

に

崎ざ
き

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

、
円え

ん

地ち

文ふ
み

子こ

、
瀬せ

戸と

内う
ち

寂じ
ゃ
く

聴ち
ょ
う

、
田た

辺な
べ

聖せ
い

子こ

、
橋は

し

本も
と

治お
さ
む

、
大お

お

塚つ
か

ひ
か
り
、
林は

や
し

望の
ぞ
む

な
ど
の

作
家
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
に
基
づ
い
た
現
代
語
訳
が
書
か

れ
、
一
方
で
現
代
語
訳
よ
り
親
し
み
や
す
い
二
次
創
作
や
翻
案
小

説
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大や

ま
と和
和わ

紀き

作
『
あ
さ
き
ゆ
め
み

し
』、
小こ

泉い
ず
み

�よ
し

宏ひ
ろ

作
『
大お

お

摑づ
か
み

源
氏
物
語

　ま
ろ
、
ん
？
』
な
ど
の

漫
画
も
登
場
し
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ

ア
に
よ
っ
て
源
氏
物
語
に
親
し
む
入
り
口
は

増
え
て
、
各
人
の
関
心
の
あ
る
分
野
か
ら
物

語
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　そ
し
て
現
在
、
源
氏
物
語
は
世
界
中
に
広

が
り
、
英
語
、
仏
語
、
独
語
を
は
じ
め
と
し

た
欧
米
諸
国
言
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
モ

ン
ゴ
ル
語
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー

の
英
訳”

T
he Tale of G

enji

”に
は
定
評
が
あ
り
、
多
く
の
外
国

人
研
究
者
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
エ
ス

テ
ル
・
レ
ジ
ェ
リ
ー
゠
ボ
エ
ー
ル
が
世
界
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
源
氏

絵
を
調
査
し
、
二
〇
〇
七
年
に
豪
華
美
術
本
全
三
巻
に
ま
と
め
た
。

　源
氏
物
語
が
誕
生
し
て
一
千
年
、
物
語
の
世
界
は
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
、
言
語
に
変
換
さ
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
く

こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
ど
れ
も
あ
く
ま
で
解
釈
の
一
つ
の
姿
に
す

ぎ
な
い
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
何
か
の
機
会
に

ぜ
ひ
原
文
に
立
ち
返
っ
て
み
て
も
ら
い
た
い
。
き
っ
と
そ
こ
に
は

思
い
も
か
け
な
い
豊
か
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

『偐紫田舎源氏』（江戸時代後期）
510

510

1520
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現代とのつながりという観点から古典の世界について解説したコラム「今に生きる古典」。
古典をより身近に感じられるようになり，古典に親しもうとする態度を養います。
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8
糟

　酒
の
搾
り
か
す
。

9
醨

　酒
の
か
す
に
水
を
加
え
て
搾
っ
た
薄

い
酒
。

10
高
挙

　孤
高
を
保
つ
。

11
沐

　髪
を
洗
う
。

12
弾 

冠

　冠
の
ち
り
を
払
う
。

13
察
察

　潔
白
な
様
子
。

14
汶
汶

　汚
れ
て
い
る
様
子
。

15
湘
流

　湘
江
。
湖
南
省
の
川
。
北
流
し
て

洞
庭
湖
に
注
ぐ
。

16
皓
皓

　潔
白
な
様
子
。

17
莞
爾

　に
っ
こ
り
と
笑
う
。

18
鼓 

枻

　音
を
た
て
て
勢
い
よ
く
か
い
を

こ
ぐ
。

19
滄
浪

　漢
水
の
下
流
。
漢
水
は
陝せ

ん

西せ
い

省
に

発
し
て
、
湖
北
省
武
漢
市
の
辺
り
で
長
江

に
合
流
す
る
川
。

20
纓

　冠
の
ひ
も
。

zz

皆
酔ハ

バ、何ゾ

不ル

餔く
ら
ヒ
テ

其ノ

糟か
す
ヲ、而
歠す

す
ラ

其ノ

醨し
る
ヲ。何ノ

故ニ

深ク

思ヒ

高ク

挙ガ
リ
テ、自ラ

令し
ム
ル

放タ

為か
ト

。」

　
屈
原
曰ハ

ク、「吾わ
れ

聞ケ
リ

之ヲ

。『新タ
ニ

沐も
く
ス
ル

者ハ

必ズ

弾は
じ
キ

冠ヲ

、新タ
ニ

浴ス
ル

者ハ

必ズ

振ル
フ
ト

衣ヲ

。』安
能ク

以テ

身
之の

察
察タ

ル
ヲ、受ケ
ン

物ノ

汶も
ん

汶タ
ル

者ヲ

乎や

。 

寧む
し
ロ

赴キ
テ

湘し
や
う

流り
う
ニ、葬ラ
ル
ト
モ

於
江
魚
之
腹
中ニ

、安ク
ン
ゾ

能よ
ク

以テ
シ
テ

皓か
う

皓か
う

之
白キ

ヲ、而
蒙
世
俗
之
塵ぢ

ん

埃あ
い
ヲ

乎ト

。」

　
漁
父
莞く

わ
ん

爾じ
ト
シ
テ

而
笑ヒ

、鼓シ
テ

枻え
い
ヲ

而
去ル

。乃す
な
は
チ

歌ヒ
テ

曰ハ
ク、

　
　
滄さ

う

浪ら
う

之
水
清マ

バ

兮

　
可べ

シ

以テ

濯あ
ら
フ

吾わ
ガ

纓え
い
ヲ

　
　
滄
浪
之
水
濁ラ

バ

兮

　
可シ

ト

以テ

濯フ

吾ガ

足ヲ

遂つ
ひ
ニ

去リ
テ

不
復ま

タ

与と
も
ニ

言ハ

。 

（
古
文
真
宝
）
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＊
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＊
非ズ 

Ⓐニ 

与

　Ⓐ
で
は
な
い
か
。〔
疑
問
〕

＊
何ノ
故ニ
Ⓐ

　ど
う
し
て
Ⓐ
な
の
か
。〔
疑
問
〕

＊
見 

Ⓐ

　Ⓐ
さ
れ
る
。〔
受
身
〕

＊
何ゾ
不ル 

Ⓐ（
セ
）

　ど
う
し
て
Ⓐ（
し
）な
い
の

か
、
い
や
、
Ⓐ
す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い

か
。〔
反
語
〕

zz
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文
章  　

◆
辞

　文
体
の
一
種
。
叙
情
を
主
と
し
、
韻

を
踏
む
。

1
江
潭

　川
の
ほ
と
り
。

2
沢
畔

　沼
沢
の
ほ
と
り
。

3
枯
槁

　痩
せ
こ
け
て
い
る
。

4
漁
父

　漁
師
。「
父
」
は
男
子
の
敬
称
。

5
三
閭
大
夫

　楚そ

の
王
族
で
あ
る
昭
・
屈
・

景
の
三
氏
（
三
閭
）
を
つ
か
さ
ど
る
官
。

「
濁
」「
酔
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
た
と
え
て
い
る
か
。

6
凝
滞

　こ
だ
わ
る
。

7
淈

　か
き
混
ぜ
て
濁
す
。

漁ぎ
よ  

父ほ
ノ  

辞じ 

屈く
つ

原げ
ん

　
屈
原
既ニ

放タ
レ
テ、遊ビ

於
江か

う

潭た
ん
ニ、行
ゆ
く
ゆ
く

吟ズ

沢
畔ニ

。顔
色
憔せ

う

悴す
い
シ、形

容
枯こ

槁か
う
セ
リ。

　
漁
父
見テ

而
問ヒ

テ

之こ
れ
ニ

曰ハ
ク、「子ハ

非あ
ら
ズ

三さ
ん

閭り
よ

大
夫ニ

与や

。何ノ

故ニ

至レ
ル
ト

於
斯こ

こ
ニ。」

　
屈
原
曰ハ

ク、「挙ゲ
テ

世ヲ

皆
濁レ

ル
ニ、我

独リ

清す
メ
リ。衆

人
皆
酔ヘ

ル
ニ、我

独リ

醒さ
メ
タ
リ。是こ
こ
ヲ

以も
つ
テ

見る
ト

放タ

。」

　
漁
父
曰ハ

ク、「聖
人ハ

不ず
シ
テ

凝

－

滞セ

於
物ニ

、而
能よ

ク

与と

世
推

移ス

。世
人
皆
濁ラ

バ、何ゾ

不ざ
ル

淈に
ご
シ
テ

其そ
ノ

泥ヲ

、而
揚ゲ

其ノ

波ヲ

。衆
人
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＊

	
d

7	
2

	
1

	
s

	
a

新

後漢

三国
西晋
東晋

南北朝

隋

唐

春秋

戦国

秦

前漢

五代

北宋

南宋

元

1000

500

B.C.
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屈
原
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漢
文
は
、教
材
と
し
て
定
評
あ
る
作
品
を
豊
富
に
収
録
。

人
間
の
生
き
方
や
も
の
の
見
方
・
考
え
方
が
よ
く
表
れ

て
い
る
も
の
や
現
代
と
関
連
づ
け
て
読
め
る
も
の
を
選

ん
で
教
材
化
し
ま
し
た
。

文
体
の
一
種
。
叙
情
を
主
と
し
、
韻

の
王
族
で
あ
る
昭
・
屈
・

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

教材名の下に「成立年代バー」をおき，ひとめで作品の
成立時期や作者の活動時期などがわかるようにしました。
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学
習
の
手
引
き

一

本
文
中
の
対
句
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

二

屈
原
と
漁
父
の
考
え
方
の
違
い
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

三

屈
原
の
生
き
方
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

『屈原』（1898年　横山大観筆）

古
文
真
宝

235
ペ
ー
ジ
参
照
。

屈
原

前
三
四
三
年
？
～
前
二
七
七
年
？
。
名

は
平へ
い

、
字あ

ざ
なは

原げ
ん

。
戦
国
時
代
の
政
治
家
。

楚そ

の
王
族
に
生
ま
れ
、
懐
王
（
在
位
前

叅㆓⓼～
前
㆓⓽⓽）
の
信
任
が
厚
か
っ
た
が
、

讒ざ
ん

言げ
ん

に
あ
っ
て
追
放
さ
れ
、
汨べ

き

羅ら

江

（
湖
南
省
）
に
身
を
投
げ
て
死
ん
だ
。

＊
安ク

ン
ゾ

  

能ク
Ⓐ（

セ
）ン

  

乎

　ど
う
し
て
Ⓐ（
す
る

こ
と
が
）で
き
よ
う
か
、
い
や
、
決
し

て
Ⓐ
で
き
な
い
。〔
反
語
〕

＊
寧ロ

Ⓐ（
ス
）ト
モ
、  

安ク
ン
ゾ

  

能ク

Ⓑ（
セ
）ン

  

乎

　い
っ
そ
Ⓐ

（
す
る
）と
し
て
も
、
ど
う
し
て
ʙ（
す

る
こ
と
が
）で
き
よ
う
か
、
い
や
、
決

し
て
で
き
な
い
。〔
選
択
〕

＊
可シ 

以テ
Ⓐ（

ス
）

　そ
れ
で
Ⓐ（
す
る
こ
と
）が

で
き
る
。〔
可
能
〕

＊
不 

復タ 

Ⓐ（
セ
）

　二
度
と
は
Ⓐ（
し
）な
い
。

〔
部
分
否
定
〕

2
1

2
1
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漁
師
と
隠
者

　わ
が
国
で
は
、
釣
り
人
を
「
太た

い

公こ
う

望ぼ
う

」
と
も
呼
ぶ
。
こ
の
命
名

は
、
中
国
古
代
斉せ

い

国
の
太
公
望
呂り

ょ

尚し
ょ
う

に
ち
な
ん
で
い
る
。
呂
尚
の

家
は
、
治
水
の
天
子
と
い
わ
れ
た
夏か

の
禹う

王
の
時
に
大
い
に
功
績

が
あ
っ
て
栄
え
て
い
た
が
、
呂
尚
の
時
に
は
落
ち
ぶ
れ
て
い
た
。

老
齢
に
な
る
ま
で
困
窮
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
呂
尚
は
、
渭い

水す
い

の
ほ

と
り
で
釣
り
糸
を
垂
れ
な
が
ら
、
後
の
文
王
西せ

い

伯は
く

昌し
ょ
う

の
知
遇
を
求

め
て
い
た
。

　文
王
を
助
け
て
周
を
盟
主
に
導
い
た
功
績
で
、
呂
尚
を
し
の
ぐ

者
は
い
な
い
。
歴
史
書
に
は
、
神
格
化
し
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

呂
尚
の
特
異
な
風
貌
は
、
後
に
権
謀
術
数
を
も
っ
て
文
王
・
武
王

の
ブ
レ
ー
ン
と
な
り
、
や
が
て
斉
に
封
ぜ
ら
れ
る
出
世
ぶ
り
に
似

つ
か
わ
し
い
。

　陶と
う

淵え
ん

明め
い

の
「
桃
花
源
記
」
で
は
、
道
に
迷
っ
て
平
和
な
世
界
に

足
を
踏
み
入
れ
る
役
割
を
「
漁
師
」
が
演
じ
て
お
り
、
屈く

つ

原げ
ん

の

「
漁
父
辞
」
に
は
、
儒
家
的
な
言
辞
を
弄ろ

う

す
る
屈
原
に
対
し
て
道

家
的
な
主
張
を
繰
り
返
す
漁
父
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
像

は
、
古
く
『
荘そ

う

子じ

』
漁
父
編
に
登
場
す
る
、
礼
を
否
定
し
て
自
然

の
真
情
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
孔こ

う

子し

に
進
言
す
る
漁
父
な
ど
に

原
像
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　名
利
に
超
然
と
し
、
権
勢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
小
舟
に
乗
っ
て
波

間
に
漂
う
さ
ま
は
、
荘
子
が
理
想
と
す
る
「
逍し

ょ
う

遥よ
う

遊ゆ
う

」
の
境
地
を

象
徴
し
て
い
る
。
社
会
の
束
縛
、
人
為
の
秩
序
か
ら
離
れ
、
自
由

自
適
な
境
地
に
遊
ぶ
理
想
像
と
し
て
、
舟
に
乗
る
漁
師
は
詩
歌
の

中
に
歌
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
柳り

ゅ
う

宗そ
う

元げ
ん

「
江
雪
」
に
詠
ま

れ
る
、
雪
中
の
漁
師
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　漁
労
は
当
時
、
身
分
が
低
く
、
貧
し
い
生
活
の
象
徴
で
も
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
既
成
の
価
値
観
や
倫
理
的
な
枠
組
み
に
対
し
、

批
判
の
意
味
を
も
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
貧
し
く
何
も
の
に

も
束
縛
さ
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
自
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
や
が
て
、
そ
れ
は
俗
世
を
捨
て
、
自
然
に
隠い

ん

遁と
ん

す
る
隠

者
の
像
と
重
な
る
こ
と
に
な
る
。

『漁夫図』
（明
みん

代　張路筆）
510

51015
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文
法
や
漢
字
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

問
い
と
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
問
い

を
設
け
ま
し
た
。

古典への理解を深めたり，現代との関わりを考えたりする
ことができるコラム「古典の扉」を随所に設けました。
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国
志
」の
世
界
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Ｃ

5
汝
南

　現
在
の
河
南
省
汝
南
県
。

6
許
劭

　一
五
〇
年
～
一
九
五
年
。
後
漢
の

人
。
字
は
子し

将し
ょ
う

。

7
靖

　生
没
年
未
詳
。
字
は
文
休
。

8
覈
論

　よ
く
調
べ
て
評
論
す
る
。

9
題
品

　物
事
の
優
劣
を
批
評
す
る
こ
と
。

10
月
旦
評

　毎
月
一
日
に
行
わ
れ
た
人
物
評
。

 

許
劭
は
、
な
ぜ
答
え
な
か
っ
た
の
か
。

　
汝じ

よ

南な
ん
ノ

許き
よ

劭せ
う

﹆与と

従
兄ノ

靖せ
い

有リ

高
名
。共ニ

覈か
く

－

論ろ
ん
ス

郷

党ノ

人
物ヲ

。毎
月
輒す

な
は
チ

更あ
ら
た
ム

其ノ

題
品ヲ

。故ニ

汝
南ノ

俗ニ

有リ

月げ
つ

旦た
ん
ノ

評
。

　
操
往ゆ

キ
テ

問ヒ
テ

劭ニ

曰ハ
ク﹆「我ハ

何い

如か
ナ
ル

人ゾ
ト。」劭

不
答ヘ

。劫
之ヲ

。乃チ

曰ハ
ク﹆「子ハ

治
世
之
能
臣
﹆乱
世
之
姦
雄ナ

リ
ト。」操
喜ビ

テ

而
去ル

。

至リ

是こ
こ
ニ

以テ

討ツ
ヲ

賊ヲ

起コ
ル。 

︵
十
八
史
略)

曹
操
は
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

5

6

	
2

7	
1

	
2

	
1

8	
2

	
1

	
2

9

	
1

	
2

10

	
1

	
z

＊

▼

	
z

お
び
や

　
　カ
ス

	
z

	
z

	
z
	
z

＊
何
如ナ

ル

 

Ⓐゾ

　ど
の
よ
う
な
Ⓐ
か
。〔
疑

問
〕

曹操像（江戸時代後期　葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

筆） 5
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276
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史
伝  

一

1
操

　一
五
五
年
〜
二
二
〇
年
。
三
国
の
魏

の
曹
操
。
字あ
ざ
なは

孟も
う

徳と
く

。
武
帝
と
諡

お
く
り
なさ

れ
た
。

2
機
警

　機
転
が
き
き
、
察
し
が
早
い
。

3
権
数

　人
を
巧
み
に
欺
く
は
か
り
ご
と
。

権
謀
術
数
の
略
。

4
行
業

　節
操
と
学
問
。

「
三さ

ん

国ご
く

志し

」の
世
界 

　三
世
紀
初
め
の
後
漢
末
の
中
国
で
は
、
曹そ
う

操そ
う

が

率
い
る
魏ぎ

、
漢
王
朝
の
継
承
を
唱
え
る
劉り
ゅ
う

備び

の
蜀し
ょ
く、

孫そ
ん

権け
ん

が
守
る
呉
の
三
国
が
鼎て
い

立り
つ

、
群
雄
が
割
拠
し

て
覇
を
競
っ
た
。
そ
の
激
動
の
時
代
は
、
個
性
あ

る
人
物
た
ち
に
よ
っ
て
歴
史
書
に
彩
ら
れ
て
き
た
。

乱 

世 

之 

姦か
ん 

雄ゆ
う

　　
操
少
機
警
、有リ

権
数
。任に

ん

俠け
ふ

放は
う

蕩
、不
治メ

行
業ヲ

。

1

わ
か　ク

シ
テ
2

	
2

3

	
1

た
う　ニ

シ
テ	

z
	
2

4

	
1

三国
西晋
東晋

南北朝

隋

唐

五代

北宋

南宋

元

1000

500

三
国
志

十
八
史
略

『三国志』関係地図

建業

呉蜀

魏

長江

黄河

成都

祁山
き ざん

予

　
州荊

　
州

益

　
州

洛陽

太原

夏口

会稽
赤壁
長沙武陵隆中

剣閣
漢中

五丈原

白
帝
城

汝南

涿郡

平原新野

南陽

長安
彭城

襄陽
じょうよう

ほうじょう

かいけい
ちょうさ

たくぐん

0 400km

江陵

5
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史
実
と
文
学
的
創
作
と
が
交
錯
す
る
史
伝
を
豊
富

に
採
録
。
文
章
表
現
の
巧
み
さ
や
登
場
人
物
の
描

か
れ
方
に
着
目
し
て
、
漢
文
の
お
も
し
ろ
さ
を
存

分
に
味
わ
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
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14
猖
獗

　失
敗
す
る
。

15
董
卓

　？
～
一
九
二
年
。
後
漢
末
の
群
雄

の
一
人
。
字
は
仲ち
ゅ
う

頴え
い

。
献
帝
を
擁
立
し
て

専
横
を
き
わ
め
た
。

16
不 

可 

勝 

数

　全
て
を
数
え
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

17
曹
操

　276
ペ
ー
ジ
注
1
参
照
。

18
袁
紹

　？
～
二
〇
二
年
。
後
漢
末
の
群
雄

の
一
人
。
字
は
本ほ
ん

初し
ょ

。

「
天
時
」「
人
謀
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何

を
意
味
す
る
か
。

z
z
z

安
出ダ

サ
ン
ト。」

　
亮
答ヘ

テ

曰ハ
ク、「自よ
リ

董と
う

卓た
く

已い

来ら
い

、豪
傑
並ビ

ニ

起コ
リ、跨ま
た
ガ
リ

州ニ

連ヌ
ル

郡ヲ

者
、不
可カ

ラ

勝た
フ

数フ
ル
ニ。曹さ
う

操さ
う

比ブ
レ
バ

於
袁ゑ

ん

紹せ
う
ニ、則チ

名ハ

微ニ
シ
テ

而

衆ハ

寡す
く
ナ
シ。然レ
ド
モ

操
遂ニ

能よ
ク

克か
ツ

紹ニ

。以テ

弱ヲ

為な
ル

強ト

者
、非あ

ら
ズ

惟た
ダ
ニ

天ノ

時ノ
ミ
ニ、抑
そ
も
そ
も

亦ま
た

人ノ

謀
也ト

。」

 

（
三
国
志)

＊
い
づ　ク

ニ
カ	

1

	
2

15

	
1

	
z

	
z

16

	
z
	
z
	
z

17

	
2

18

	
1

	
z

	
z

	
z

＊	
2

▼

	
1

▼

は
か
り

　

 

ご
と

劉
備
と
諸
葛
亮
と
の
出
会
い
を
、
順
を
追
っ
て
整
理

し
て
み
よ
う
。

三顧堂（湖北省襄
じょう

樊
はん

市）

＊
豈ニ
Ⓐ（
乎
）

　お
そ
ら
く
Ⓐ
で
あ
ろ
う
。

〔
推
量
〕

＊
安ク
ニ
カ

  

Ⓐ（
ス
ル
）　ど

こ
に
Ⓐ（
す
る
）か
。〔
疑

問
〕

＊
非ズ 

惟ダ
ニ

 

Ⓐノ
ミ
ニ

 

、抑
亦
Ⓑ
也

　た
だ
Ⓐ
だ
け

で
は
な
く
、
さ
ら
に
ʙ
で
あ
る
。

2
1

5
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史
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1
先
主

　劉り
ゅ
う

備び

（
一六一〜
二二三）
を
指
す
。
劉

備
は
三
国
の
蜀
の
建
国
者
。
字
は
玄げ
ん

徳と
く

。

当
時
、
漢
の
将
軍
で
あ
っ
た
。

2
新
野

　河
南
省
南
陽
市
新
野
県
。

3
徐
庶

　生
没
年
未
詳
。
三
国
時
代
の
策
士
。

字
は
元げ
ん

直ち
ょ
く

。

4
器 

之

　こ
の
人
の
才
能
を
高
く
評
価
す

る
。

5
諸
葛
孔
明

　一
八
一
年
〜
二
三
四
年
。
三

国
の
蜀
の
政
治
家
。
名
は
亮り
ょ
う。
孔
明
は
字
。

「
臥
竜
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

6
就

　近
づ
く
。

7
屈
致

　無
理
に
招
き
寄
せ
る
。

8
枉 

駕

　乗
り
物
を
わ
ざ
わ
ざ
立
ち
寄
ら

せ
る
。

9
屛 

人

　人
ば
ら
い
を
す
る
。

10
傾
頹

　落
ち
ぶ
れ
、
滅
亡
す
る
。

11
主
上

　天
子
。
漢
の
献
帝
を
い
う
。

12
蒙
塵

　天
子
が
都
か
ら
逃
げ
出
す
。

13
孤

　私
。
王
侯
の
謙
称
。

zzz

三タ
ビ

 

往ゆ
キ
テ、乃チ 

見ル

　
時ニ

先
主
屯た

む
ろ
ス

新し
ん

野や
ニ

。徐
庶
見ま

み
ユ

先
主ニ

。先
主
器ト

ス

之ヲ

。

謂い
ヒ
テ

先
主ニ

曰ハ
ク、「諸し
よ

葛か
つ

孔
明
者は

、臥ぐ
わ

竜り
よ
う

也な
り

。将
軍
豈あ

ニ

願フ 

見ル
ヲ

之ヲ

乎か
ト

。」先
主
曰ハ

ク、「君
与と

も
ニ

俱と
も
ニ

来タ
レ
ト。」庶
曰ハ

ク、「此こ
ノ

人
可ク

シ
テ

就キ
テ

見ル

、不ル

可カ
ラ

屈シ
テ

致ス

也
。将
軍
宜よ

ろ
シ
ク

枉ま
ゲ
テ

駕が
ヲ

顧ミ
ル

之ヲ

。」

　
由よ

リ
テ

是こ
れ
ニ

先
主
遂つ

ひ
ニ

詣い
た
ル

亮り
や
う
ニ。凡お
よ
ソ

三タ
ビ

往キ
テ、乃チ

見ル

。因よ
リ
テ

屛
人ヲ

曰ハ
ク、「漢
室
傾け

い

頹た
い
シ、姦か
ん

臣し
ん

窃ぬ
す
ミ

命ヲ

、主
上
蒙も

う

塵ぢ
ん
ス。孤
不シ

テ

度は
か
リ

徳ヲ

量は
か
ラ

力ヲ

、欲ス

信
大
義ヲ

於
天
下ニ

。而
智ち

術じ
ゆ
つ

浅
短ニ

シ
テ、遂ニ

用も
つ
テ

猖し
や
う

獗け
つ
シ
テ、至ル

于
今
日ニ

。然
志
猶な

ホ

未ダ

已や
マ

。君
謂お

も
フ
ニ

計
将ニ

1

	
2

2

	
1

3

	
2

	
1

4	
z

	
2

	
1

5

▼

＊

	
z

	
z

	
2

6

	
1

	
z
	
2

7

	
1

	
2

	
べ
シ
ト

8

	
z

	
x

	
z

	
z

9
し
り
ぞ

　
　ケ
テ

	
z

10

	
z

11

12

13

	
2
	
z

	
x

	
z

の
バ　サ

ン
ト

	
2

	
1

し
か　レ

ド
モ

14

	
2

	
1

し
か　レ

ド
モ

	
z

	
2

	

ル
カ
ト

5

p276-279_SK074_三国_4C_30精古B.indd   278 16/03/08   21:48

27 26



今
に
生
き
る
古
典

285

４
Ｃ

か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
絵
本
通
俗
三
国
志
』
で
あ
る
。
本
書
で
は
、

有
名
な
場
面
に
浮
世
絵
師
葛か

つ

飾し
か

北ほ
く

斎さ
い

の
門
人
で
あ
る
葛
飾
戴た

い

斗と

に

よ
る
勇
壮
な
挿
絵
を
添
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
書
の
刊
行
を
機

に
、
字
は
読
め
な
く
と
も
、
挿
絵
で
物
語
を
楽
し
み
た
い
と
い
う

読
者
ま
で
も
巻
き
込
ん
で
、
三
国
志
の
世
界
は
な
お
い
っ
そ
う
日

本
の
社
会
に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
三
国
志

の
重
要
な
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
関か

ん

羽う

は
、
江
戸
の
お
祭
り
に

ま
で
登
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　江
戸
三
大
祭
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
神
田
明
神
の
祭
礼
に
は
、

神
々
や
武
将
な
ど
を
飾
っ
た
山だ

車し

が
街
角
を
巡
行
し
た
が
、
こ
の

山
車
の
中
の
一
つ
に
、
青せ

い

龍り
ゅ
う

偃え
ん

月げ
つ

刀と
う

と
い
う
武
器
を
手
に
持
つ
関

羽
を
祭
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
現
在
は
、
こ
の
模
型
が
東
京
都
墨

田
区
に
あ
る
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
江

戸
っ
子
が
自
分
た
ち
の
守
り
神
と
し
て
振
り
仰
い
だ
関
羽
像
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
実
際
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　関
羽
は
『
三
国
志
演
義
』
の
中
で
武
勇
に
優
れ
た
、
義
理
堅
い

忠
義
の
人
と
し
て
描
か
れ
、
そ
の
完
璧
な
ま
で
の
正
義
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
民
間
に
定
着
し
た
結
果
、
し
だ
い
に
民
衆
の
崇
拝
の
対

象
と
し
て
神
格
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
関
帝
と
呼
ば
れ
る

神
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
神
田
明
神
の
山
車
に
鎮
座
す
る
関
羽
像

は
、
当
然
こ
の
流
れ
の
上
に
あ
る
。

　関
羽
を
祭
っ
た
社
を
関か

ん

帝て
い

廟び
ょ
う

と
い
う
が
、
こ
れ
は
中
国
の
み
な

ら
ず
東
ア
ジ
ア
の
国
々
に
、
あ
る
い
は
世
界
各
地
に
あ
る
中
華
街

等
に
存
在
し
、
商
売
の
神
や
吉
凶
を
占
う
神
と
し
て
人
々
の
尊
崇

を
集
め
て
い
る
。
日
本
で
も
横
浜
や
神
戸
な
ど
に
関
帝
廟
が
あ
る

が
、
こ
こ
を
訪
れ
る
と
、
赤
黒
い
顔
に
切
れ
長
の
目
で
、
長
い
ひ

げ
を
生
や
し
た
関
羽
像
の
前
で
、
人
々
が
変
わ
ら
ぬ
敬
愛
の
念
を

も
っ
て
ぬ
か
ず
く
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
関
羽
は
仏
教
寺
院
の
守
り
神
（
こ
れ

を
伽が

藍ら
ん

神じ
ん

と
い
う
）
で
も
あ
る
。
こ
の
風
習
も
ま
た
日
本
に
伝
わ

り
、
江
戸
時
代
初
期
に
明
か
ら
の
渡
来
僧
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
黄お

う

檗ば
く

宗し
ゅ
う

の
寺
院
に
は
今
も
な
お
多
く
関
帝
を
祭
っ
て
い
る
。

神田明神山車（関羽山車）模型

5101520

510
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今
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き
る
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日
本
人
と
三
国
志

　中
国
の
古
典
の
中
で
も
、
特
に
三
国
志
の
世
界
は
今
で
も
日
本

人
の
生
活
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
あ
ま
り

意
識
せ
ず
に
三
国
志
に
ち
な
む
言
葉
を
日
常
生
活
で
使
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
大
切
な
人
材
を
自
分
の
陣
営
に
招
き
た
い
時
に
「
三
顧

の
礼
を
尽
く
し
て
お
迎
え
す
る
」
と
言
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

「
三
顧
の
礼
」
と
い
う
言
葉
は
、
蜀し

ょ
く

の
劉り

ゅ
う

備び

が
諸し

ょ

葛か
つ

孔こ
う

明め
い

を
軍
師

と
し
て
自
陣
に
迎
え
る
際
に
、
三
度
ま
で
孔
明
の
も
と
を
訪
問
し

て
礼
を
尽
く
し
た
と
い
う
故
事
に
基
づ
い
て
い
る
（「
三
往
、
乃

見
」
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ペ
ー
ジ
参
照
）。
ま
た
「
危
急
存
亡
の
秋と

き

」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
こ
れ
も
三
国
志
に
ち
な
む
も
の
で
、
諸
葛
孔
明
が
魏ぎ

を

討
つ
た
め
の
決
戦
に
臨
ん
で
、
後
主
劉り

ゅ
う

禅ぜ
ん

（
劉
備
の
子
）
に
奉
っ

た
上
表
文
（
こ
れ
を
「
出す

い

師し

の
表
」
と
い
う
）
中
に
用
い
た
言
葉

で
あ
る
。
危
難
が
間
近
に
迫
り
、
生
き
残
れ
る
か
ど
う
か
の
瀬
戸

際
の
状
況
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　こ
の
よ
う
に
三
国
志
の
世
界
は
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、

と
り
わ
け
こ
の
日
本
人
の
好
み
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
今
か
ら

三
百
年
以
上
前
の
一
六
九
一
（
元げ

ん

禄ろ
く

四
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
通

俗
三
国
志
』
で
あ
ろ
う
。

　こ
の
書
物
は
明み

ん

代
の
羅ら

貫か
ん

中ち
ゅ
う

の
作
と
さ
れ
る
通
俗
小
説
『
三
国

志
演
義
』
を
翻
訳
し
た
も
の
で
、
翻
訳
者
は
湖こ

南な
ん

の
文ぶ

ん

山ざ
ん

と
名
の

る
、
経
歴
不
明
の
人
物
で
あ
る
。
軍
記
物
の
よ
う
な
歯
切
れ
の
よ

い
名
調
子
で
翻
訳
さ
れ
た
本
書
は
、
出
版
後
す
ぐ
に
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
。
全
五
十
巻
と
い
う
、
当
時
と
し
て
も
分
量
の
あ

る
大
部
の
著
作
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刊
行
の
翌
年
に
は

す
ぐ
さ
ま
再
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
本
書
が
い
か

に
人
気
を
博
し
た
書
物
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
本
書

は
、
歴
史
を
題
材
と
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
を
紹
介
し
た
も

の
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
三
国
志
の
世
界
は
ま
た
た

く
ま
に
多
く
の
読
者
を
と

り
こ
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　江
戸
時
代
も
終
わ
り
頃

に
な
る
と
、
こ
の
『
通
俗

三
国
志
』
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル

な
要
素
を
加
え
た
書
物
が

登
場
す
る
。
一
八
三
六

（
天て

ん

保ぽ
う

七
）
年
か
ら
一
八

四
一
（
天
保
一
二
）
年
に

『絵本通俗三国志』より
葛飾戴斗の挿画

51015

510

1520
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現代とのつながりという観点から古典の世界について解説したコラム「今に生きる古典」。
古典をより身近に感じられるようになり，古典に親しもうとする態度を養います。
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指
導
書
　

本
体
価
格
二
九
、
〇
〇
〇
円
（
税
別
）　

指
導
書
別
売
品　

生
徒
用
教
材
　

■ 

教
師
用
教
科
書　
本
体
価
格
五
、〇
〇
〇
円
（
税
別
）

指
導
書
の
「
教
師
用
教
科
書
」
と
同
じ
も
の
で
す
。

■ 

指
導
資
料
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版　
本
体
価
格
五
、〇
〇
〇
円
（
税
別
）

指
導
書
の
「
指
導
資
料
」
の
紙
面
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
に
し
た
も
の
で
す
。

■ 

学
習
課
題
ノ
ー
ト　
本
体
価
格
八
〇
〇
円
（
税
別
）

教
科
書
準
拠
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で
す
。
別
冊
解
答
に
は
、
自
習
に
も
使

え
る
詳
し
い
解
説
が
付
い
て
い
ま
す
。

■ 

指
導
資
料

教
材
研
究
に
役
立
つ
資
料
や
、
実
際
の
授
業
や
評
価
で
活
用
で
き
る
情

報
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■ 

発
問
例
集

指
導
資
料
に
掲
載
し
た
発
問
を
ま
と
め
た
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

● 

構
成
・
内
容
理
解
シ
ー
ト　
● 
語
句
・
漢
字
学
習
シ
ー
ト　

● 

古
文
品
詞
分
解
シ
ー
ト　
● 

漢
文
書
き
下
し
文
シ
ー
ト　

● 

古
典
口
語
訳
シ
ー
ト

■ 

基
本
テ
ス
ト

短
時
間
で
基
礎
を
養
う
小
テ
ス
ト
。
現
代
文
編
で
は
漢
字
や
語
句
、
古

文
で
は
文
法
、
漢
文
で
は
句
法
な
ど
に
つ
い
て
出
題
し
ま
す
。

■ 

評
価
問
題

定
期
考
査
な
ど
に
使
え
る
問
題
を
、
各
教
材
、
難
易
度
別
に
複
数
収
録

し
て
い
ま
す
。

■ 

実
力
問
題

教
科
書
の
教
材
と
同
じ
著
者
の
作
品
や
、
別
の
著
者
に
よ
る
同
じ
テ
ー

マ
の
文
章
な
ど
を
素
材
に
し
た
実
力
問
題
を
豊
富
に
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

補
充
教
材

教
科
書
の
教
材
に
関
連
す
る
資
料
や
、
発
展
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
る

作
品
な
ど
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

教
科
書
原
文

教
科
書
教
材
文
の
原
文
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

朗
読
Ｃ
Ｄ

一
部
の
教
材
に
つ
い
て
、
朗
読
を
収
録
し
た
音
声
Ｃ
Ｄ
で
す
。

■ 

漢
文
エ
デ
ィ
タ

訓
読
文
や
漢
文
テ
ス
ト
の
問
題
文
を
編
集
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
で
す
。

■ 

学
習
課
題
ノ
ー
ト

別
売
の
生
徒
用
教
材
『
学
習
課
題
ノ
ー
ト
』
の
デ
ー
タ
を
同
梱
し
て
い

ま
す
。

■ 

教
師
用
教
科
書

教
科
書
の
紙
面
に
、
文
章
構
造
や
要
約
、
口
語
訳
や
文
法
の
解
説
、「
学

習
の
手
引
き
」
の
解
答
例
な
ど
、
授
業
に
役
立
つ
情
報
を
青
字
で
刷
り

込
ん
だ
も
の
で
す
。

授業で使える便利なツールをダウンロード! !

電子黒板など大画面に提示する簡易版デジタル教材として活用できる「本文パ
ワーポイントデータ」がダウンロードできるようになりました。
ボタンによって表示内容の切り替えができます。

返り点、句読点、送り仮名、書き下し文、口語訳の表示/非表示が切り替え可能！

投影用本文データ

ダウンロード方法

１． 下記 URLから三省堂教科書ページへ
２． 対象書名を選択
３． 教科書ページの「資料ダウンロード」内 

にあるサポート資料からダウンロード 

ページへ遷移
４． 認証情報を入力※

５． 各データをダウンロード

※認証には指導書本冊が必要になりますので、お手元にご準備ください。

三省堂教科書ページ
https://tb.sanseido-publ.co.jp/h-school/hs-kokugo/

画像は高等学校現代文Bのものです。

指
導
書
・
教
材

■ �

指
導
書
に
は
、
教
材
研
究
や
評
価
に
活
用
で
き
る
資
料
は
も
ち
ろ
ん
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
テ
ス
ト
問
題
・
補
充
教
材
な
ど
を 

豊
富
に
収
録
し
ま
し
た
。

■ �「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
に
」
を
新
設
し
、
主
体
的
・
対
話
的
に
学
び
を
深
め
る
学
習
活
動
案
を
示
し
ま
し
た
。

指
導
書・教
材
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■ 本文解説

■ 思考ツール

本文の口語訳のon/offができます。マスクをはがし
ながら表示することもできます。

デジタルテキストオリジナルのコンテンツも多数収録
しています。

■ コンテンツ一覧

■ オンライン辞書

「フラッシュカード」「図版資料」「人物相関図」など，
さまざまなコンテンツを収録。

授業での提示に特化した指導者用の辞書サイトを
デジタルテキストのリンクからご利用いただけます。

はじめに
●教科書の内容を最大限に活用すること
デジタルテキストでは，教科書本文の拡大提示，付録や図版資料のインデックスおよびその拡大提示など，教科書の
内容を提示用の素材として，最大限に活用することをコンセプトに製作いたしました。
●CoNETSビューア
　平成29年度版からは教科書会社14社が参画して開発した共通プラットフォームCoNETSビューアでのご利用になります。
　▶CoNETSについて（http://www.conets.jp/）
　　 CoNETSビューアでは，先生ごとにユーザーを登録することで，書き込み情報や履歴などをそれぞれに保有すること
ができます。

　　　　　  豊富なコンテンツで授業をサポート指導者用

※画面サンプルはすべて「精選国語総合」となっております。

デジタル教材
指導者用デジタルテキスト

指導者用デジタルテキスト　〈校内フリーライセンス〉※1

OS ライセンス期間 価格 インストール方法

Windows版 教科書利用期間一括※2 40,000円＋税 DVD-ROM /
ダウンロード

Windows版 単年度ライセンス ご購入年度末まで 18,000円＋税 DVD-ROM /
ダウンロード

※1 校内のすべての端末にインストール可能です。なお，価格は1学年の価格です。
※2 収録されている検定教科書の使用期間中はご利用いただけます。
※3 教師用デジタルテキスト購入校のみ購入できます。
※4 インストールする端末（1端末）ごとにライセンス料金をお支払いいただきます。

学習者用デジタルテキスト　〈1端末1ライセンス〉※3, 4

OS ライセンス期間 価格 インストール方法
Windows版 / iOS版 教科書利用期間一括※2 1,500円＋税 ダウンロード

Windows版
OS Windows 8.1 / Windows 10 （32bit / 64bit 対応）※1

ブラウザ Internet Explorer 11
CPU Intel Core i3以上推奨
メモリ 4GB以上
空き容量 4GB以上（ビューア1GB＋教材3GB）
その他 .NET Framework 4.5.1以降

動作環境や導入にあたっての条件等は，CoNETSのWebサイトにて最新の情報をご確認ください。 http://www.conets.jp/

●動作環境 指導者用  （2020年1月現在）

 学習者用デジタルテキスト についての特徴や動作環境など，
その他詳細な情報は三省堂教科書・教材サイトをご覧ください。
●体験版DVD-ROMのお申し込みはeメールにてご連絡ください。
　eメールアドレス：info-tbdt@sanseido-publ.co.jp

https://tb.sanseido.co.jp
★三省堂教科書・教材サイト

※  Microsoft，Internet Explorerおよび Windowsは，米国Microsoft Corporationの，米国およびその他の国における登録商標または商標です。
※1 Windows RTには対応しておりません。

デ
ジ
タ
ル
教
材
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